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International Payments for 
Ecosystem Services （IPES）

International Compensation for 
Ecosystem Services (ICES)

International
Eco‐compensation（IEC)

Eco‐compensation（EC)
生態補償

Payments for environmental services/
Payment for Ecosystem Services (PES)
環境/生態系サービスへの支払い

Payment for Ecological benefit (PEB)
生態便益への支払い

Compensation  for Ecosystem Services (CES)
生態系サービス補償

reward for environmental services (RES）
環境サービス報償

はじめにｰ１ 生態補償の国際的動きと背景

80年代半ばから、
国内レベルの取り組みの普及への国際的注目

①「環境と貧困」悪循環の国際化と現代化からの脱却策、
②国際環境公共財の形成と持続性、公平性、効率性を統合する環境政策時代到来
③地球環境問題の国際的取組みと利益調整の難航
④利益調整の国内経験の蓄積と国際拡張の必要性と可能性
⑤UNEPやIUCNなどの国際組織の積極的な推進

２１世紀に入ってから、
国際レベルの取組みの始動



はじめにｰ２ 国際生態補償研究の経緯

「補償原則」の概念を提起
（環日本海学会金沢研究大会2006.10）

「地域的共通価値と環境技術移転」
（ 『環日本海研究』第13号 2007.10）

「国際的生態補償と環境協力について」
（富大東亜共生研究会 2008.3）

「国際的生態補償原理について」
（北東アジア学会・山形研究大会 2008.10）

「国際生態補償について：概念と課題の整理」
（『富大経済論集』55-2 2009.9）

「国際生態補償理論の展開と北東亜への応用：環日本海生態系をキーワードに」
（北東アジア学会誌投稿中）



はじめにｰ２ 国際生態補償研究の課題

本報告
（これまでの報告を踏みながら、理論的整理）、
Ⅰ 補償論から見た環境経済学へのアプローチ

Ⅱ 「国際生態補償」の概念的成立過程
Ⅲ 生態補償論一般とその新規性
Ⅳ 「国際生態補償」の主論点

アプローチ
循環社会視点→

生態系の多様性・共生→
地域的共通価値→
生態補償の理論→
東北亜への応用



Ⅰ 補償論から見た環境経済学への主なアプローチ

アプローチ１（限界論：コモンズ・マルサス・ミルなど）：
限界（自然原理の強調）→エコロジー経済理論

経済余剰の自然還元

アプローチ２（体制論：マルクス・カップなど）：

公正（人間原理の強調）→政治経済学的環境論

二部門・三構成の補償、二種類生産間の補償、自然・人間間の物質交換

アプローチ３（厚生論：ピグー、ヒックスなど）
効率（市場原理の強調）→厚生経済学的環境論

パレート最適・平均、仮想的補償原理、コース的補償

統合的環境経済学へのアプローチ→循環社会論の視点（人間・経済・自然）



Ⅱ 「国際生態補償」の概念的成立過程



Ⅲ 生態補償論一般とその新規性



Ⅳ 「国際生態補償」の主論点
論点1 国際生態系（IE）と国際地域：IECの出発点

①局地的な生態環境（点的空間） ②地帯的な生態環境（線的空間）
③広域的生態環境（面的空間） ④地球的生態環境（体的空間）



Ⅳ 「国際生態補償」の主論点
論点２ 国際生態系サービス（IES）：IECの内容



Ⅳ 「国際生態補償」の主論点
論点３ 地球環境問題：IECの対象

空間的広がりによる分類
①世界に共有して点在している（点型環境問題）
②方向性を持って越境している（線型環境問題)
③越境して広域に広がっている（面型環境問題）
④地球規模に広がっている（体型環境問題）

時間的広がりによる
①自然･災害型環境問題
②農村･農業型環境問題
③都市･工業型環境問題
④地域･地球型環境問題

因果関係の世代的分布の視点
因果関係の歴史的蓄積の視点

社会的広がりによる分類
①生物的弱者･強者

②生態系的下流･上流
③発展段階的途上･先進
④分業的低次元･高次元

責任構造の社会的格差の視点
責任構造の個人･集団の視点



Ⅳ 「国際生態補償」の主論点
論点4 IESの社会構造： IECの利益関係

環日本海地域への応用
パターンⅠ：Ｂ⊂Ｐ

ex:酸性雨､黄砂､海洋汚染の場合
パターンⅡ： Ｂ⊃Ｐ

ex:湿地破壊､多様性喪失の場合
パターンⅢ： φ ≠Ｂ∩Ｐ≠Ｂ､Ｐ

ex:渡り鳥､廃棄物･公害越境の場合
パターンⅣ： Ｂ∩Ｐ＝ φ

ex:ストック公害､資源枯渇の場合
パターンⅤ： Ｂ＝Ｐ

ex:地球規模環境問題への寄与の場合



Ⅳ 「国際生態補償」の主論点
論点5 IESの非対称性： IECの根拠

時間的距離
（人間世代間）

空間的距離
（自然生態系）

社会的距離
（経済水準）

負の方向
環境負荷の排出
自然資源の利用

正の方向
環境汚染の削減
自然資源の節約

国際環境公共財
へのアクセス

の距離

国際環境
公共財への
アクセスの方向

途
上
国

先
進
国



おわりに 「国際生態補償原理」の展開



各論の整理

• 時間軸で分類する世代間の生態補償問題

• 空間軸で分類する地域間の生態補償問題

• 水準軸で分類する利益主体間の生態補償問題

• ガバナンス機構と仲介機構とそのメカニズム

• 地域生態系サービスの価値評価

など

継続研究課題

おわりに 「国際生態補償原理」の展開
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